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アルベルト・カルペンティール宗教画ギャラリー

砥部焼「弟子を派遣する聖ドミニコ」
水彩画「シエナの聖女カタリナ」



だいがくのたから

ア
ル
ベ
ル
ト・

カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
ー
ル
宗
教
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

聖
母
子
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
仰
ぎ
な
が
ら
︑
２
０
１
７
（
平
成
2₉
）
年
₁0
月
︑
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
短

期
大
学
部
創
立
₅0
周
年
︑
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
創
立
₃0
周
年
記
念
式
典
が
︑
聖
カ
タ
リ
ナ
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ

れ
た
︒
松
山
市
駅
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
科
開
設
の
紹
介
も
含
む
記
念
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
写
真
の
中
に
︑

ド
ミ
ニ
コ
会
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
ー
ル
神
父
が
本
学
の
た
め
に
描
い
た
シ
エ
ナ
の
聖
女
カ
タ
リ
ナ
二
部
作
の
一

つ
が
あ
る
︒
聖
女
は
掌
に
キ
リ
ス
ト
と
自
ら
の
愛
の
心
を
表
す
ハ
ー
ト
を
捧
げ
︑
背
景
に
は
鐘
楼
の
鐘
が

響
き
渡
る
︒
こ
の
原
画
は
︑
２
０
０
８
年
北
条
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
開
設
さ
れ
た
ア
ル
ベ
ル
ト・

カ
ル
ペ
ン

テ
ィ
ー
ル
宗
教
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
鑑
賞
で
き
る
︒

　

師
は
︑
１
９
１
８
年
ベ
ル
ギ
ー
に
生
ま
れ
︑
１
９
３
７
年
聖
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
に
入
っ
た
︑
司
祭
で
あ

り
世
界
的
に
著
名
な
宗
教
画
家
で
あ
る
︒
１
９
４
９
年
︑
宣
教
師
と
し
て
来
日
後
は
日
本
画
も
学
び
︑

２
０
１
４
年
に
母
国
に
帰
る
ま
で
長
く
東
京
を
拠
点
に
制
作
活
動
を
行
い
︑
１
０
０
歳
の
誕
生
日
に
は
ベ

ル
ギ
ー
国
王
か
ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
た
︒
自
ら
創
作
し
た
表
現
技
法
に
よ
る
版
画
︑
水
彩
画
︑
油
絵
︑
壁

画
︑
陶
器
︑
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
の
多
様
な
作
品
は
︑
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
地
の
教
会
な
ど
に
収
め

ら
れ
て
い
る
︒
同
じ
ド
ミ
ニ
コ
会
の
本
学
で
は
︑
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
修
道
院
聖
堂
で
壁
画
︑
聖
カ
タ
リ
ナ

ホ
ー
ル
で
油
彩
の
大
作
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
ら
れ
る
ほ
か
︑
師
の
寛
大
な
ご
厚
意
に
よ
り
５
０
０
点

余
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ
︑
師
の
名
を
冠
し
た
二
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
順
次
展
示
し
て
い
る
︒
作
品
の
テ
ー

マ
は
聖
書
︑
特
に
創
世
記
や
黙
示
録
︑
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
︑
十
字
架
の
道
行
き
︑
ロ
ザ
リ
オ
の
神
秘
︑
聖

人
︑
心
象
風
景
か
ら
絵
本
の
挿
絵
ま
で
と
幅
広
い
︒
中
で
も
︑
₉2
歳
の
頃
︑
本
学
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
て

愛
媛
の
特
産
で
あ
る
砥
部
焼
の
窯
元
に
通
い
︑
聖
ド
ミ
ニ
コ
の
生
涯
を
描
い
た
一
連
の
大
皿
は
︑
本
学
な

ら
で
は
の
作
品
で
あ
る
︒

　

ド
ミ
ニ
コ
会
と
絵
画
の
つ
な
が
り
で
は
フ
ラ・

ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
が
有
名
だ
が
︑
２
０
１
６
年
に
セ
ン
ト

ル
イ
ス
大
学
ア
ク
イ
ナ
ス
神
学
研
究
所
か
ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
師
独
自
の
個
性
︑
感
性
︑
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
は
︑
ま
さ
に
ド
ミ
ニ
コ
会
的
霊
性
を
表
す
芸
術
の
世
界
で
あ
り
︑
建
学
の
精
神
﹁
愛
と
真
理
﹂
の

顕
現
で
あ
る
︒

聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部
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だ
い
が
く
の
た
か
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聖
カ
タ
リ
ナ
大
学・
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学
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学
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学
点
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甲
南
大
学

巻
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人
物
教
育
の
ク
オ
リ
テ
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リ
ー
ダ
ー
と
し
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長
坂
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時
代
状
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変
に
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べ
き
私
立
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光
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／
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が
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育
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取
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篤
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「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
学
び
」
を
目
指
し
て

―
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
う
教
育
モ
デ
ル
と
は

―�

守
口　
剛

78

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
の
学
び
と
成
果

～
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
20
年
の
歩
み
と
と
も
に
～�

小
川
智
由

84

社
会
人
向
け
講
座
の
取
り
組
み�

中
央
大
学
経
理
研
究
所
事
務
室

92

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

教
え
す
ぎ
な
い
授
業
の
模
索�

小
林
大
祐

94

明
日
へ
の
試
み

大
東
文
化
大
学
社
会
学
部

「
間あ

い
だ

」
に
立
つ
社
会
学
部
を
目
指
し
て�

馬
場
靖
雄

96

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

『
時
事
新
報
』
の
創
刊・

慶
應
義
塾
大
学�

井
奥
成
彦

102

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》

高
大
産
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦・

石
巻
専
修
大
学�

舛
井
道
晴

108

「
加
古
川『
知
』を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開
に
つ
い
て・

甲
南
大
学�

松
下
賢
一

110

地
域
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
町
家
de
う
ど
ん
」・

龍
谷
大
学�

石
原
芳
典

112

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ガ
ラ
ス
作
家
　
大
迫
友
紀
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

114

新
会
員
代
表
者
紹
介

西
南
学
院
大
学

122

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

123
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・

125
　
　
編
集
後
記・

126�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　高等学校と大学の学びを接続する取り組みの一環
として、甲南大学が2017年度から開催している高大
接続イベント「リサーチフェスタ」。高校生と甲南大
生 ・大学院生が、文系 ・理系を問わず、自由なテー
マで自分たちの研究 ・探究活動をポスター形式で発
表します。
　本イベントの特長は、さまざまな分野の発表を聴
講して得た研究のアイデアや手法、発表方法などの
「気づき」をまとめるとともに、グループワークを通
じて他者の「気づき」を評価 ・共有し、各自の課題
研究に生かすことができるという点です。普段は接
点の少ない高校生と大学生がイベントを通じて接す
ることができるため、学びや人材の交流が行われる
「融合」の場となっています。
　2018年に実施した第２回リサーチフェスタには、
高校生、甲南大生 ・大学院生、教員など総勢750名が
参加し、192件のポスター発表が行われました。

※	写真中央の「正志く　強く　朗らかに」は創立者平
ひら

生
お

釟
はち

三
さぶ

郎
ろう

のことば。

〈表紙写真〉
高校生と大学生、大学院生がともにポスター発表を行う
「甲南大学リサーチフェスタ2018」の様子（甲南大学）











　

２
０
１
９
年
４
月
、
甲
南
学
園
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
世
紀
に
入
る
。
創
立
者・

平ひ
ら

生お

釟は
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
教
育
理
念
「
個

性
を
尊
重
し
て
各
人
の
天
賦
の
特
性
を
啓
発
す
る
人
物
教
育
の
率

先
」
の
下
、「
甲
南
新
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、〝
人
物
教
育
の

ク
オ
リ
テ
ィ・

リ
ー
ダ
ー
〟
と
し
て
の
大
学
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
る
。
学
生・

教
職
員
で
定
め
た
〝K

O
N
A
N
	IN
FIN
IT
Y

〟
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ド
と
し
、
国
際
都
市
神
戸
で
、
人
文・

自
然・

社
会
科
学
の
３
分
野
を
備
え
た
約
９
０
０
０
名
の
〝
ミ
デ
ィ

ア
ム
サ
イ
ズ
総
合
大
学
〟
と
し
て
の
特
長
を
生
か
し
、
学
問
分
野

の
広
が
り
と
隅
々
ま
で
行
き
届
く
質
の
高
い
教
育
の
両
立
を
図
っ

て
い
る
。
学
部
を
超
え
て
集
う
人
た
ち
が
自
然
に
交
じ
り
合
い
融

合
す
る
「
場
」
の
力
で
、「
正た

だ

志し

く　

強
く　

朗
ら
か
に
」、
世
界

が
必
要
と
す
る
「
才
幹
」
を
養
成
し
続
け
て
い
く
。

人
物
教
育
の
ク
オ
リ
テ
ィ・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て長

坂 

悦
敬
●
甲
南
大
学
長
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は
じ
め
に　
共
通
価
値
多
元
化
の
時
代
に
お
い
て

　

時
代
状
況
は
激
し
く
変
化
し
て
い
る
。
社
会
自
体
、
課
題

あ
る
人
々
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
々
な
ど
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に

触
れ
、
従
来
の
常
識
的
判
断
が
通
用
せ
ず
、
新
た
な
認
識
を

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
普
遍
性
を
持

つ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
価
値
が
多
元
化
し
て
い
る
状
況
急
変

の
時
代
に
あ
っ
て
、
私
立
大
学
は
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
、

日
々
考
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
こ
の
機
会
に
私
は
以
下
の
と

お
り
ま
と
め
て
み
た
。

１　
共
通
価
値
を
追
究
す
べ
き
大
学

　

特
に
大
学
はU

ni・versity

「
多
元
的
問
題
意
識・

共
通
価

値
追
究
共
同
体
」
で
あ
っ
て
、M

ono・versity

「
同
一
価
値

追
究
共
同
体
」
で
もM

ulti・versity

「
多
元
価
値
多
元
的
追

究
共
同
体
」
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
当
女
学
院
大
学
自
体
も

本
学
の
短
大
学
部
も
本
来
のU

niversity

で
は
な
く
、Col-

lege

「
単
科
校
」
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
る
が
、
こ
の
論

点
は
別
の
機
会
に
触
れ
た
い
。
と
こ
ろ
で
共
通
価
値
と
は
何

か
？　

そ
れ
は
人
類
の
歴
史
の
荒
波
に
洗
わ
れ
た
後
に
残
る

理
念
で
あ
っ
て
、
一
般
に
憲
法
条
文
に
外
化
さ
れ
る
事
項
で

あ
る
。
多
く
の
場
合
、
私
学
で
は
「
建
学
の
理
念
」
の
表
現

が
該
当
す
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
私
学
経
営

に
お
け
る
経
験
で
、
そ
う
し
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
事

項
が
言
葉
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
伝
統
」
や
「
慣
習
」
や
「
口

伝
」
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
そ

う
し
た
英
米
法
流
の
「
不
文
法・

慣
習
法
」
が
日
本
の
経
営

の
実
態
で
あ
る
が
、
激
し
い
世
代
交
代
や
国
際
化
の
流
れ
に

お
い
て
は
到
底
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
「
文
字

化
」
し
て
法・

規
程・

規
則
を
整
備
し
、「
法
の
支
配‘rule	

阿
久
戸 

光
晴
●
福
岡
女
学
院
大
学
学
長

時
代
状
況
急
変
に
対
処
す
べ
き
私
立
大
学
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of	law
’

」
に
自
ら
も
浴
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。

さ
て
も
う
一
度
共
通
価
値
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？　

責
任
と

い
う
語
が
ま
ず
浮
か
ぶ
。
そ
れ
は
自
分
の
面
子
を
超
え
て
、

守
る
べ
き
方
々
を
守
り
抜
く
責
任
で
あ
る
。
わ
が
国
は
昨
年

度
も
相
当
数
の
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
た
。
遭
遇
し
た
自
然
災

害
の
中
、
自
分
の
立
場
な
ど
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
私
た
ち
に

は
守
り
抜
く
べ
き
多
く
の
方
々
が
与
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
う
し
た
天
災・
人
災
の
中
、
私
た
ち
は
上
か
ら
末

端
ま
で
責
任
を
堅
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、

思
い
や
り
と
い
う
語
に
代
表
さ
れ
る
愛
の
課
題
で
あ
る
。
自

己
の
利
害
を
超
え
る
「
愛
と
責
任
」、
こ
れ
こ
そ
究
極
の
普
遍

的
共
通
価
値
で
は
な
い
か
。

２�　
少
子
高
齢
化
と
不
意
打
ち
自
然
災
害
を�

迎
え
て
い
る
大
学

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
よ
う
な
少
子
化
は
歴
史
上
初
め
て
の

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
領
地
を
膨
大
に
拡
大
さ
せ
た
古
代
ロ
ー

マ
帝
国
で
も
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
軍
人
よ
り
も
安
定
的
な

人
生
行
路
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
「
領
土
管
理
経
営
者
」
が

好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
家
庭
は
家
庭
教
師
を
頼
ん
だ
り

子
女
を
予
備
校
に
行
か
せ
た
り
し
て
教
育
費
が
暴
騰
す
る
に

至
り
、
結
果
と
し
て
少
子
化
社
会
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
題
と
し
て
は
外
国
人
労
働
者
を‘second	citizen’

と
し
か

見
な
か
っ
た
た
め
、
国
家
の
屋
台
骨
が
揺
ら
い
で
い
っ
た
こ

と
に
あ
る
。

　

ま
た
、医
療
の
著
し
い
進
歩
に
よ
り
、平
均
年
齢
が
限
り
な

く
延
び
、
労
働
定
年
制
度
と
の
間
に
深
刻
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
家
族
制
か
ら
核
家
族
化
が
進

展
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
家
庭
介
護
が
適
切
に
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
る
点
に
、
今
日
の
深
刻
な
高
齢
化
問
題
の
根
が
あ

る
。
大
学
は
こ
う
し
た
問
題
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
に
は
顕
著
な
顕
在
化
は
ま
だ
な
い
が
、
難

民
流
入
問
題
が
あ
る
。
一
部
の
国
で
強
権
的
政
治
迫
害
を
逃

れ
よ
う
と
す
る
人
々
に
混
じ
っ
て
、
よ
り
条
件
の
良
い
職
場

の
あ
る
国
を
目
指
す
人
々
が
殺
到
す
る
現
象
で
あ
る
。
し
か

し
現
在
い
わ
ゆ
る
先
進
工
業
諸
国
で
あ
っ
て
も
、
就
職
口
は

狭
隘
で
あ
り
、
失
業
率
も
一
定
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
先
進
工
業
諸
国
民
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
爆
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
課
題
は
こ
の
こ
と
に

留
ま
ら
な
い
。
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３　
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え
て
い
く
大
学

　

い
ま
か
ら
数
年
後
に
は
社
会
の
至
る
所
が
Ａ
Ｉ
に
管
理
さ

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人

間
理
性
の
究
極
の
集
大
成
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
か
な
り
の

就
職
口
が
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
か
、
Ａ
Ｉ
に
指
導
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ

ト
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
就
職
指
導
が
大

変
に
な
る
時
は
遅
く
な
く
、
し
か
も
そ
れ
は
日
本
の
若
人
だ

け
で
な
く
、
人
件
費
が
比
較
的
廉
価
な
外
国
人
労
働
者
の
口

ま
で
奪
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
未
来
図
は
容
易
に
描

け
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
現
象
は
Ａ
Ｉ
に
入
力
す
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
内
容
に
依
存
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
定
の

「
人
間
性
」
を
加
味
し
た
デ
ー
タ
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
れ
ば
事
態

が
激
変
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
は
、
あ

る
時
点
か
ら
自
ら
の
意
志
で
デ
ー
タ
を
選
ん
で
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
よ
う
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
批
判・

評
価
を
嫌
う
傾
向
が
出
始
め
て

い
る
。
人
間
が
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
の
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ

れ
る
時
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
。

４�　
入
試・

教
育・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な
ど�

全
て
で
苦
悩
す
る
大
学

　

と
こ
ろ
で
、
大
学
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
共
通
学
力
と

共
通
価
値
を
有
す
る
入
学
者
を
発
掘
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
入
試
は
、
現
在
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
急
減

現
象
や
多
様
な
人
々
の
人
権
尊
重
、
加
え
て
私
学
経
営
の
危

機
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
機
能
を
十
分
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
入
学
後
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
共
通
教
育

体
制
の
あ
り
方
で
は
到
底
対
応
で
き
な
い
。
就
職
を
含
む
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
指
導
も
青
息
吐
息
の
有
様
で
あ
る
。
国
家
や

中
教
審
の
答
申
が
全
て
誤
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、

大
学
批
判
に
終
始
し
て
い
る
現
況
で
あ
り
、
社
会
変
動
と
教

職
員
の
意
識
レ
ベ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
す
ぎ
て
発
想
の
大

き
な
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

�

私
立
大
学
は
時
代
状
況
急
変
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か

　

教
職
員
は
各
自
の
物
差
し
で
な
く
、
目
の
前
に
あ
る
学
生

の
多
様
な
個
性
を
尊
重
し
、
他
者
感
覚
を
も
っ
て
異
質
な
存

在
の
生
き
る
叫
び
に
傾
聴
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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同
時
に
、
決
し
て
学
生
の
機
嫌
を
取
る
の
で
も
学
生
に
妥
協

す
る
こ
と
で
も
な
く
、
学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
こ
と
を
率

直
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
価
値
多
元
化
の
中
で
学

生
が
大
学
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
、
そ
の
う
え

で
人
間
は
共
同
存
在
で
あ
る
こ
と
、
周
り
の
人
々
へ
の
思
い

や
り
の
必
要
性
な
ど
の
良
識
と
普
遍
的
価
値
を
伝
え
る
責
任

が
大
学
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
職
員
と
学
生
と
の
世

代
を
超
え
た
人
間
と
し
て
の
出
会
い
は
、
価
値
多
元
化
社
会

に
お
け
る
普
遍
的
共
通
価
値
を
守
るU

ni・versity

の
あ
り

方
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
私
は
以
下
の
こ
と
を
提

言
し
た
い
。

①	　

各
私
立
大
学
は
国
公
立
大
学
に
な
い
「
固
有
の
建
学

の
理
念
」
を
何
ら
か
の
形
で
明
文
化
し
（
有
力
企
業
が

行
っ
て
い
る
倫
理
宣
言
の
よ
う
な
形
式
で
も
よ
い
）、
堅

持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
類
似
の
組
織
は
経
済
状
況
に
よ

り
整
理
統
合
の
対
象
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
個

性
化
の
一
端
で
あ
り
、
固
有
の
存
在
を
対
社
会
的
に
宣

言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
固
有
の
建
学
の
理
念
」

は
不
断
の
組
織
的
努
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
教
育
無
償
化
の
時
代
、
す
な
わ
ち
教
育
も
経

済
的
コ
ス
ト
で
考
え
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
固
有
の

建
学
の
理
念
」
に
即
し
た
教
育
の
実
質
化
も
問
わ
れ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
固
有
の
建
学
の
理
念
」

か
ら
の
現
代
社
会
へ
の
適
応
を
全
学
あ
げ
て
恒
常
的
に

検
証
し
、
教
職
員
の
意
識
覚
醒・

意
識
改
革
の
突
破
口

に
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
２
０
１
４
年
に
文
部
科

学
省・

中
教
審
か
ら
出
さ
れ
た
「
学
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
確
立
」
提
言
の
本
質

は
、
私
学
に
お
い
て
は
け
っ
し
て
学
長
独
裁
を
奨
励
す

る
も
の
で
な
く
、「
建
学
の
理
念
」
か
ら
の
理
事
会
機
能

の
覚
醒
の
促
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
固
有
の
建
学
の
理

念
」
の
世
代
を
超
え
た
継
承
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

②	　

各
私
立
大
学
の
職
員
は
教
員
の
下
請
け
機
関
で
な
く
、

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
、‘A

dm
inistrator’

と
し
て
の

存
在
意
義
を
認
め
、
そ
の
役
割
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
経
営
陣
と
直
結
し
、
入
試・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

な
ど
で
決
定
的
貢
献
を
し
う
る
。

③	　

入
試
業
務
の
実
態
は
、
旧
来
の
前
期
入
試・

後
期
入

試
な
ど
で
は
到
底
維
持
し
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
徐
々

に
米
国
型
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
入
試
に
比
重
を
移
し
、
必

要
な
所
で
の
み
教
員
が
面
接
な
ど
に
関
わ
り
、
事
務
職

の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
と
し
て
の
専
権
事
項
を
認
め
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る
べ
き
で
あ
る
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
入
試
の
拡
充
）。
旧

来
の
前
期
入
試・

後
期
入
試
に
お
け
る
教
員
の
膨
大
な

労
力
を
、
入
学
生
へ
の
教
育
の
持
続
に
費
や
す
べ
き
で

あ
る
。

④	　

Ｉ
Ｔ
の
進
展
に
よ
り
、
英
語
は
も
は
や
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
民
族
の
言
語
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
と
な
っ

て
お
り
、
英
語
と
Ｉ
Ｔ
は
現
代
人
が
生
き
る
た
め
に
必

須
の
知
的
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
英
語
と

Ｉ
Ｔ
は
何
ら
か
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
必
修
が

望
ま
し
い
。

⑤	　

最
も
根
本
的
な
こ
と
は
、
大
学
は
知
的
選
良
の
み
が

対
象
と
な
る
時
代
か
ら
意
欲
と
自
己
統
制
が
身
に
付
い

て
い
る
者
な
ら
誰
で
も
対
象
と
な
れ
る
と
い
う
時
代
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
学
に
は
建
学
の
精
神
か
ら

く
る
個
性
が
あ
り
、
入
学
者
に
と
っ
て
向
き
不
向
き
が

あ
る
。
入
試
は
そ
こ
が
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
門

戸
は
広
く
出
口
は
険
し
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う

え
で
、
い
っ
た
ん
迎
え
入
れ
た
学
生
に
対
し
教
育
は
、

学
習
支
援
の
一
助
と
し
て
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
用
意

し
た
う
え
で
、
分
け
隔
て
な
く
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。

⑥	　

失
敗
や
挫
折
ほ
ど
尊
い
も
の
は
な
い
。
学
業
は
も
と

よ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動・

留
学・

資
格
試
験
な
ど
、
一
度

の
失
敗
で
若
者
が
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で

は
な
く
、
日
本
社
会
を
再
挑
戦
社
会
に
し
て
い
く
先
例

を
大
学
は
率
先
し
て
社
会
に
示
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

⑦	　

設
備
は
単
な
る
コ
ス
ト
の
対
象
で
は
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
の
対
象
で
あ
る
ゆ
え
、
将
来

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
の
関
連
で
計
画
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
わ
が
国
は
有
数
の
地
震
国
で
あ
り
、
災
害
は
い

つ
何
時
襲
っ
て
く
る
か
誰
に
も
分
ら
ず
、
し
か
し
い
っ

た
ん
到
来
し
た
ら
即
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
大

学
は
自
学
生
を
厳
重
に
守
る
の
み
で
な
く
、
立
地
を
受

け
入
れ
て
い
る
地
域
を
優
先
し
て
そ
の
対
応
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

⑧	　

も
は
や
、
日
本
は
国
際
化
に
対
応
し
な
く
て
は
生
き

残
れ
な
い
。
一
定
比
率
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、

海
外
の
大
学
と
も
教
職
員
や
学
生
の
相
互
受
け
入
れ
な

ら
び
に
単
位
互
換
や
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
な
ど
で
提
携

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
ろ
う
。

⑨	　

私
立
大
学
は
、
国
公
立
大
学
と
の
諸
条
件
格
差
是
正

の
一
環
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
私
学
助
成
金
」
を
受
け
て
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い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
第
26
条
で
規
定
さ
れ
る

「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
の
実
質
的
保
障
と
し
て
の
も
の

で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
第
89
条
で
規
定
さ
れ
る
「
公
の

支
配
に
属
し
な
い
教
育
」
と
は
い
え
な
い
。
ち
な
み
に

「
公
の
支
配
に
属
す
事
業
」
と
は
「
公
（
す
な
わ
ち
、
国

ま
た
は
地
方
自
治
体
）
の
機
関
が
決
定
的
な
支
配
力
を

持
つ
事
業
」
を
い
う
の
で
あ
り
、
逆
に
「
公
の
支
配
に

属
し
な
い
事
業
」
と
は
「
そ
の
構
成
、
人
事
、
内
容
及

び
財
政
等
に
つ
い
て
公
の
機
関
か
ら
具
体
的
に
発
言
、

指
導
、
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
事
業
者
が
自
ら
こ
れ
を

行
う
も
の
を
い
う
」
の
で
あ
る
（
１
９
８
６
年
５
月
28

日
千
葉
地
判
等
参
照
）。
私
立
大
学
は
適
時
財
政
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
公
の
機
関
の
監
査
を
受
け
、
直
接
の
干

渉
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
自
ら
の
建
学

の
精
神
か
ら
厳
粛
に
そ
の
指
導
、
勧
告
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
な
ぜ
私
学
助
成
金
が
国
か
ら
直
接
支
給
さ
れ
ず

に
、
そ
の
多
く
が
地
方
自
治
体
か
ら
支
給
さ
れ
る
か
を

考
え
て
も
、
日
本
国
憲
法
上
の
広
義
の
政
教
分
離
原
則

（
す
な
わ
ち
、
国
家
機
関
と
固
有
の
精
神
で
運
営
さ
れ
る

べ
き
民
間
機
関
の
分
離
の
原
則
。
そ
れ
が
「
民
間
機
関

活
性
化
（
民
活
支
援
）」
策
の
一
環
と
な
る
は
ず
で
あ
る

ゆ
え
に
）
を
最
大
限
配
慮
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

⑩	　

最
後
に
、
教
職
員
も
学
生
も
現
在
疲
れ
切
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
業
務
の
や
り
方
を
こ
の
際
見
直
し
、

彼
ら
に
無
駄
な
業
務
を
避
け
さ
せ
な
が
ら
適
宜
の
休
息

と
や
り
が
い
を
示
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
繰

り
返
す
が
、
Ａ
Ｉ
を
嫌
悪
す
る
の
で
も
な
く
、
Ａ
Ｉ
に

支
配
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
、
豊

か
な
人
間
性
に
満
ち
た
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
時
代
状
況
急
変
に
対
処
す
べ
き
私
立
大
学

の
使
命
で
あ
る
。
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